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小都市の若年男性に見られる平均余命伸び率の低迷

武田 俊平

　1985年と90年の市区町村別生命表をもとに，全国652の都市の人口規模と住民の平均余命の関係について

分析したところ，以下の結果を得た。

　1.　人口規模と平均余命の関係

　男性の場合，85年，90年ともに，0歳，20歳，40歳の平均余命は，人口3万人未満の小都市が最も短く

（85年の40歳平均余命を除く），7万人以上20万人未満の中都市が最も長かった。

　女性の場合，85年，90年ともに，0歳，20歳，40歳，65歳の平均余命は，いずれも人口規模による有意差

がなかった。

　2.　人口規模と平均余命の延長（85年～90年）の関係

　85年から90年にかけて，男性の平均余命は，0歳で1.02年，20歳で0.88年，40歳で0.86年，65歳で0.66年

延長した。人口規模別では，3万人未満の小都市における0歳，20歳，40歳の平均余命の延長が最も少なか

った。

　女性の平均余命は，0歳で1.41年，20歳で1.32年，40歳で1.29年，65歳で1.12年延長した。人口規模別で

は，5万人以上6万人未満の都市における0歳の平均余命の延長が最も少なかった。

　3.　平均寿命の延長と社会経済指標の関係

　男性の平均寿命の延長は，失業率と負の相関，高校進学率と正の相関関係があったが，女性の平均寿命の

延長と社会経済指標の間に有意の相関関係がなかった。
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